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1 ３相交流と回転磁界
一般的な回転機の電機子は、図 1 のような、お互いが空間的に 120度ずつずれた三相の巻線を有する。こ

れに三相交流電流を流した時の内部の磁界を考える。
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図 1: ３相巻線によって発生する磁界
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図 2: 回転磁界

巻線に下記のような３相電流を流す。




ia = Im sinωt

ib = Im sin(ωt− 2
3π)

ic = Im sin(ωt− 4
3π)

(1)

理想的には、B ∝ I なので、各相巻線による磁界は、下のように書ける。




Ba = Bm sinωt

Bb = Bm sin(ωt− 2
3π)

Bc = Bm sin(ωt− 4
3π)

(2)

これらの合成磁束ベクトル B = (Bx, By)を考える。図 1から各相の成分を合成すると、下のようになる。
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したがって、磁束は下記のようになり、巻線に３相交流を入れると、内部の磁界が回転することが分かる。

B =
3
2
(sinωt, cosωt) (5)

2 その他補足図
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図 3: 回転機の動作原理
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図 4: ブラシレスＤＣモータの構成
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